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   何事にも感謝 
                  校 長  檜垣 盛喜  

 
５月２６日、気持ちのよい天気に恵まれ第６０回運動会を開催することができました。

早朝より、たくさんの方々にご来校いただき子供たちに惜しみない声援と熱い拍手をいた

だきありがとうございました。運動会を無事に終えることができましたのも、多大なるご

協力をいただきました PTA 役員の皆様をはじめとする保護者の皆様、温かく見守ってくだ
さった地域・ご来賓の皆様のお力添えがあったからです。心より感謝申し上げます。今後

とも本校の子供たちへのご支援をどうぞよろしくお願いいたします。  
 さて、気がつけば６月。６月は梅雨に入ります。梅雨の時期は、気温も高く、じめじめ

していて決して過ごしやすい時とはいえず、嫌いな人も多くいるはずです。しかし、梅雨

の時期に雨が降らないと困ることもあります。当然のことながら、米や農作物が育たず、

食糧不足や野菜の高騰も考えられます。また、水不足になり、子供たちが楽しみにしてい

るプールに影響が出ることがあります。随分昔の話ですが、水不足のため、夏休みの水泳

指導ができなかった年がありました。 
 このように、梅雨には梅雨の意味、役割があります。それは、何事にもいえるのではな

いかと思います。物事に対して一面的な見方をするのではなくて、多面的に見ることで、

逆に感謝の気持ちをもてるようにもなります。役割を果たしてくれている梅雨に感謝する

という考え方です。 
 学校生活に置き換えてみます。毎日学校生活を送っている中で、それぞれの子供たちに

様々な出来事（雨）が起きます。問題や課題もあるはずです。それを、今の子供たちにと

って意味のある出来事、違う言い方をすると成長のチャンスと捉えます。様々な出来事を

経験していく中で子供たちは成長していきます。時には、大きな試練となることがあるか

もしれませんが、乗り越えられる人にしか試練は与えられないとも言います。試練を与え

てもらったことに感謝しなくてはいけません。そういった気持ちで行動できると取り組み

方を変わってくると思います。様々な経験がその人の基盤をつくるのです。 
 「雨降って地固まる。」と昔の人は言いました。梅雨の時期にぴったりの言葉かもしれま

せん。雨に感謝です。 
 

 

 
６月の生活目標 友達をたくさんつくろう。 



1◇☆ 2

眼科検診（全）

3 4◇ 5◇☆ 6◇ 7◆☆ 8◇☆ 9

全校朝会
委員会

１年５時間授業開始
（水曜除く）

ハッピーみなみ
安全指導

午前授業
新体力テスト始

歯科検診（全） 特５ 土曜授業

道徳地区公開講座

全校朝会
水泳指導、読書旬間始

クラブ

教材費引き落とし日

特５
避難訓練（防災学習）

特４ 音楽朝会 こころの劇場（６年）

17 18◇ 19◇☆ 20◇☆ 21◆☆ 22◇☆ 23

全校朝会
クラブ

ゲーム集会
新体力テスト終

美しい日本語の話し方教
室（６年）

特４
読書旬間終

月５
全校朝会

教材費再引き落とし日

火４
ロング集会
校内研究

6月の行事予定

12◇☆ 15◇☆10

日 木 金 土月 火 水

13◇☆11◇ 14◆☆ 16

日にちの◇◆☆について　　教育相談日(◇・・・相談員　　◆・・・スクールカウンセラー)  　 ☆・・・みなみっこひろば

24 25◇ 27◇☆ 29◇☆ 3028◆☆26◇☆

「人と関わり合う中で成長を！！」

生活指導部 浅見 豪

６月は、「みなみふれあい月間」です。学校は、ただ

勉強をするだけの場ではありません。さまざまな年齢

の児童がさまざまな活動を通じて成長する場でもあ

ります。もちろん、時には、友達同士でぶつかること

もあるでしょう。悩むこともあるでしょう。しかしそのよ

うなことを経験することで、自分の行動を振り返り、そ

の過程を通じて、少しずつ成長していくものと思いま

す。

本校では、「みなみふれあい月間」を設定し、意図

的・計画的に異学年の交流を行っています。子供た

ちの豊かな社会性を育み、少しでも子供たちにとって

居心地のよい大南小にしていきたい考えています。

また、この期間で、いじめアンケートを実施し、いじ

めの未然防止・早期発見を行っていきます。

もちろん、アンケートだけでは、児童の様子をすべて
把握・理解はできません。学校・ご家庭で連携しなが
ら子供たちの成長を見守っていきたいと思います。

ご家庭でも何かご不安なことがありましたが、連絡帳

等を通じてご連絡をいただけたらと思います。

「読書のススメ」
図書館部 藤井 千草

読書の良さにはどんなことがあるのでしょうか。一般に、登場人物の気持ちを考え

ながら読むことによって人の気持ちが分かるようになったり、多くの知識を得たり、

色々な世界を体験したりすることができると言われています。また、学習においても、

読書によって語彙力や読解力、思考力、表現力などが身に付いていくことが知られて

おり、楽しく学力を向上させることにもつながります。ご家庭でも是非、本を読むように

お声をかけていただけたらと思います。

ご家庭での読書について、いくつかポイントを紹介させていただきます。

①子供が興味・関心をもっていることが書かれた本を選ぶ。

一緒に書店や図書館へ行って選ぶようにする。

②家庭の中に読書の雰囲気をつくる。

親自身も読書をする。 テレビなどは切る。

③親が読書で得た知識や感動を子供に伝える。

心に残る良書との出会いを伝える。

④「読み聞かせ」をして読書への糸口とする。

⑤家族で読んだ本の感想を語り合う。

読書は家庭学習と同じように、いかにその習慣を身につけさせるかということが大

切です。読書を通じて、お子様との豊かなひとときをお持ちになることをおススメします。

本校では６月１１日から１学期の「読書旬間」が始まります。 読書旬間中、本の貸し

出しが３冊になります。また、図書委員会も「図書クイズ」や、たくさんの人に本に親し

んでもらえるような楽しい活動を計画しています。また、ボランティアの方々による「お

はなし会」も予定しています。

ご家族も一緒になって、お子さんと本を楽しむ機会にしてみてください。

道徳授業地区公開講座 道徳担当 三大寺 早苗

６月９日（土）に道徳授業地区公開講座が開催されます。２時間目に全クラスで道徳の授業を行います。３時間目

にスポーツジャーナリストの瀬戸口 仁氏の講演会があります。講演のテーマは「夢をもつことの大切さ」です。今年
度から道徳が教科化されました。学校における道徳授業の在り方や家庭・地域との連携について、相互に理解を深

めることをねらいとしています。ぜひ、皆様にご出席いただきますようご案内申し上げます。


